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新しい図書館を求めて 

 

           図書館長   石原 万里 
 

 

 福島高専は、近い将来、図書館を改修したいと考えています。バリアフリー化とエレベ

ーターの設置はもちろんのこと、多くの学生が利用しやすい図書館にしたいと検討を始め

ています。 

 

 これまでに、いくつかの図書館を利用したり、見学したりしてきました。ラトブの図書

館の開架は、本棚の高さもよく、本棚と本棚の間もひろくスペースがとられていて、ゆっ

たりとしています。コンピュータ検索をすると本棚の場所も示してくれて、使い勝手が良

いです。座席数も多く、そのほとんどは、窓に面していて開放感があります。 

 

 東北大学の図書館には様々な席があります。一人一人区切られていて、ライトと電源が

ついている席がありました。椅子だけでなく、机の下にもキャスターがついていて、椅子

と机を自由に動かして、グループワークができるコーナーもありました。ボックス席もあ

りました。８０台のパソコンが置いてあるパソコンエリアがありました。それ以外に、貸

し出し用のノートパソコンもあり、ネットを使って勉強する学生へのサポートが充実して

いると感じました。グローバル学習室には、多読用の洋書や、TOEIC、TOEFL の教材、

「地球の歩き方」を始めとする各国の旅行ガイドなどが揃っていて、留学生のためのコー

ナーもありました。 

 

 「静粛」と張り紙がしてあるコーナーでは、物音一つ聞こえず、歩くのに気を遣いまし

た。一方、グループワークのコーナーや、飲み物持ち込み OK のコーナー、さらにはカフ

ェもあり、図書館が学生にとって、勉強の場であると同時に、憩いの場となっていること

がよくわかりました。 

 

 グローバル学習室では、英語で会話をしている人達がいました。図書館内を歩いたのは、

小一時間でしたが、その間に、英語の会話を三回耳にしました。英語が普通に聞こえてく

る空間であることに驚きました。 

 

 福島高専の図書館の面積は限られてはいますが、学生が集中して勉強できるスペースと、

一緒に仲間と話しながら勉強できるスペースを作りたいと思っています。 
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新任の先生からのオススメ図書 

電気工学科 若松 孝先生 

「心にとどく英語」 

     マーク・ピーターセン 著（岩波新書） 

４月に茨城高専から教員交流で福島高専に赴任してき

ました、新任の若松 孝です。 

 

  

    

  

 今回、読者の皆さんに一読をお薦めするのは、この本

です。著者のマーク・ピーターセンさんは、アメリカ出

身で米国の大学で英米文学、大学院で近代日本文学を専

攻され、明治大学で教鞭を執られている方です。学会等

を通じて多くの日本人研究者の間では大変有名な方で、

英語辞書を引いてもあまり理解できない、英語のニュア

ンスを知りたいときなどに、著者の本が大変役立ちます。 

 英語ネイティブの著者は、外国語として日本語を学んだ

経験を活かして、日本人が誤解しやすい英語の表現をこの

本の中で述べられています。有名な映画のシーンからセリ

フを引用して、この本を読んでいて、日本人にとって理解

が難しい英語のニュアンスを見事に「なるほど、そうであ

ったのか」と思わずうなずくことが度々あります。 

 反対に、日本語を学ぶ上で著者の失敗談にも触れられており、また、米国の大学生に日本

語を講義する際の日本文英訳や英語表現の日本語訳についての話題もあって、外国語を修得

する苦労話が大変面白いです。 

 他にも著者の「日本人の英語」(正・続、岩波新書)も併せて、一読をぜひお薦めします。 
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新任の先生おススメ図書 

ビジネスコミュニケーション学科 

Nghiem-Phu Binh(ニェム・フー・ビン)先生 

 

Introduction to English literature series 

 

I love reading books. The reasons are several. First, reading a book does not require me a lot 

of time. Twenty or thirty minutes before going to sleep are enough for one or two chapters of 

a book. Second, reading provides me the knowledge that I have not known of, for example, 

people and life at a foreign place. Third, reading English literature in particular is very 

helpful to improve the English skills of a non-native speaker like myself. 

 

When you study a foreign language, your interaction with the language is very important. 

However, I have found that many Japanese students don’t interact with English directly, but 

indirectly. One example is that there are too many explanations in Japanese in an English 

textbook, and students prefer reading Japanese to English. That prevents you from actively 

and directly interacting with English, and thus slows down the improvement of your English 

skills. 

 

When I asked to introduce a book to you this summer, I have checked the English books in 

our library. Interestingly I found a series of famous English literature published by Oxford 

University Press. There are six levels of difficulty, ranging from 1 (least difficult) to 6 (most 

difficult). All stories are retold; thus, they are not as long and difficult as the original ones. 

Each book also includes extra vocabulary and grammar explanations to help you interact 

with the story and the language. 
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This summer, if you have time and interest, please go to our library and look for any English 

books that you like. You may want to read Sherlock Holmes (level 1), Around the World in 

Eighty Days (level 4), or Memoirs of a Geisha (level 6). The books are on the shelves in the 

main library room. Our staff are always there to help you. 

 

Have a wonderful summer with our English books! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全て「多読本コーナー」にあります。 

837.7 

O 

1 
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6 
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 北海道旭川市を舞台に二人が「骨」にまつわる様々な事件を解決していく本作品は、一

見、表紙だけから判断するとライトノベルのように見えるが、実はそうではない。法医学

の専門知識を用いた本格的ミステリー小説となっており、しかも犯人特定と事件解決を主

眼とした「何となく先の展開が読める作品」というわけでもない。その途上における死体

（「骨」）からいわば「聞こえてくる声」を通して、標本士でもある櫻子が隠された真実を

見抜き導き出していく点がこの作品の最大の魅力と言える。また、ヒロイン櫻子の「骨」

への興味は尋常ではなく、既に「愛する」レベルにまで達しており、作者・太田紫織が「残

念美人」と評する所以である。その他、巻数を経るごとに正太郎の成長ぶりや櫻子に対す

る気持ちも徐々に変化しており、年上女性に対する憧れはもとより、理解しようとしても

若さ故に理解出来ない大人の領域、それでも背伸びをしてみたいという思いも見え隠れす

る。 

 二〇一三年二月に第一巻が刊行されて

以来、今日までシリーズ累計一〇〇万部を

突破しており（最新刊は七月刊行の十作品

目『櫻子さんの足下には死体が埋まってい

る 八月のまぼろし』）、その人気の高さが

うかがえる。ライトノベルのような表紙で

敬遠してしまう人もそうでない人も、まず

は手に取り、櫻子と切っても切れない「骨」

との縁を堪能し、さらには標本士という、

エンジニアとは全く異なる「技術者」の世

界を本作から読み取ってみるのも良いか

も知れない。 
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新任の先生からのオススメ図書 
 

国語科 渡辺賢治先生 

『櫻子さんの足下には死体が埋まっている』 

太田紫織 著（角川文庫） 

  

図書館で所蔵している櫻子さんシリーズ 

「骨と石榴と夏休み」「雨と九月と君の嘘」「蝶は十月に消えた」「冬の記憶と時の地図」 

「白から始まる秘密」「謡う指先」「はじまりの音」 

 美人で名家のお嬢様、なのに三度の飯より「骨が好き」という二十代半ばの風変わりな

女性・九条櫻子。ひょんなことから櫻子との交流が生まれ、彼女に振り回される男子高校

生・館脇正太郎―。 

 

913.6 
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みなさん、Ｉ－ＴＯＳＳ

をご存じですか？ 

Ｉ－ＴＯＳＳは地域図

書館と大学図書館が繋

がりをもち、とても便利

なサービスを行ってお

ります。 

 

Ｉ－ＴＯＳＳとは、『いわき総合

図書館』『いわき明星大学図書館』

『東日本国際大学・いわき短期大

学昌平図書館』『福島高専図書館』

の 4 つの図書館が生涯学習教育

や研究活動のために結成したネ

ットワークです。それが、いわき

図書館サービスネットワーク、通

称Ｉ－ＴＯＳＳです。 

 

 

 

 

 

 

いわき明星大学 

東日本国際大学 

いわき短期大学 

昌平図書館 

いわき市立図書

館 

福島高専図書

館 

 

いわき市立図書館の巡回車が、毎週、市立大学・図書館を

回ります福島高専図書館の巡回日時は毎週火曜日と金曜

日のだいたい 12：00 頃です。（祝日等で変更になること

があります） 

 

 

巡回日は図書館入口の

カレンダーを見てね 

 

≪Ｉ－ＴＯＳＳのサービス内容≫ 

市立図書館に予約した資料を福島高専図書館で受け取ることができます。 

注意点としては、予約するには、市立図書館での利用者登録が必要になります。 

予約は市立図書館のＨＰからも行うことができます。また、市立図書館で借り

た資料を福島高専図書館で返却することも可能です。その場合は、直接カウン

ターまで資料をお持ちください。 
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http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://homepage-illustration.com/material/hotel/l_04.gif&imgrefurl=http://homepage-illustration.com/hotel/hotel-dl-04.html&h=480&w=640&tbnid=lvHgLMRbIfaScM:&zoom=1&docid=Z_gGPvb8NvOgyM&ei=imt6Vf_bOMW2mQXi0IG4Bw&tbm=isch&ved=0CFoQMyhWMFY4ZGoVChMI_8ji27OJxgIVRVumCh1iaAB3
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://free-illustrations.com/material/independence/l_04.gif&imgrefurl=http://free-illustrations.com/independence/independence-dl-04.html&h=480&w=640&tbnid=5p2SEqrEraty4M:&zoom=1&docid=2iidlImDFTraBM&ei=6Gt6Vfj9OMi5mAXUvIPQCQ&tbm=isch&ved=0CCYQMygiMCI4ZGoVChMI-JHMiLSJxgIVyBymCh1U3gCa
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://free-illustrations-ls01.gatag.net/images/lgi01a201401010900.jpg&imgrefurl=http://free-illustrations.gatag.net/2014/01/01/090000.html&h=785&w=1024&tbnid=ClMMPZZoxNhV3M:&zoom=1&docid=m3fcKYYsZmumGM&ei=-mt6VefPNabImwWr36WQBA&tbm=isch&ved=0CAQQMygAMAA4yAFqFQoTCOe0k5G0icYCFSbkpgodq28JQg
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.homepage-illustration.com/material/lease/l_03.gif&imgrefurl=http://www.homepage-illustration.com/lease/lease-dl-03.html&h=480&w=640&tbnid=MraJBF3f3JU7-M:&zoom=1&docid=Mtq5QfBJL6FVcM&ei=6Gt6Vfj9OMi5mAXUvIPQCQ&tbm=isch&ved=0CGIQMyheMF44ZGoVChMI-JHMiLSJxgIVyBymCh1U3gCa


 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館のOPAC の利用方法 

 

 

 

探したい本がある時は、まず

OPAC を使って探してみまし

ょう。 

OPAC では、福島高専図書館

に所蔵している図書の蔵書検

索ができます。 

簡単な操作で膨大な数の蔵書

の中から目的の書物を探し出

すことができます。その検索方

法について、今から説明したい

と思います。 

パソコンの画面を見ると、下のような画面になっています。 

 検索ボタンをクリック 

そうすると、次のページ

のように、検索結果が表

示されます。 

 

例えば 

『耐震工学入門』 

についての本を探

したい場合は、左側

の検索条件の欄に

『耐震工学入門』と

入力する。 

8 

所属機関を 

「福島工業高等専門学校」 

にする 

http://www.irasutoya.com/2013/08/kotsu.html
http://www.irasutoya.com/2013/08/kotsu.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

拡大すると 

 
該当する図書

がでてきます 

 
該当する方を

クリックする 

図書の詳細画面が出

てきます。 

 

本の詳細がわかった

ら、本のタイトル、請

求記号、本の登録番号

等を頼りに探してみ

ましょう。 
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本がみつかったら、本のタイト

ル、請求記号、登録番号をもう

一度確認しましょう。 

拡大すると 

請求記号はこちら 

 

登録記号はこちら 

10 



 

  

 

福島高専図書館に所蔵がない場

合は CiNii を使ってみましょう 

 

はじめに、福島高専図書館の HP をご覧ください 

 

 

図書館のHP の中に 

データベースの項目

があるのでそこをク

リックする 

 

 

データベえｄ 

データベースの項目を

クリックすると、横の

ような画面が出てくる

ので、そこで CiNii を

選んでください 

CiNii（NII 学術情報ナビゲータ[サイニィ]）は、論文、図書・雑誌や

博士論文などの学術情報で検索できるデータベース・サービスです。 
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CiNii の利用方法 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

検索したい資料の論文名、キーワード等を入力してください 

 
フリーワードで論文

全体から探せます 

 
詳細検索をクリックすると

下の画面になります 

 

詳細検索の場合に

は、検索条件を指定

して検索できます 

 

 

フリーワード

を入力し、検索

ボタンをクリ

ックします 
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簡略情報が表

示されます 

 

 論文名 

 著者名 

 
論文が掲載されている雑誌名 

巻号、年度、ページ 

 こちらをクリックすると、本文を閲覧することが可能です 

 

皆さんも是非ご利用ください！ 

何か質問等ございましたら、お気軽

にカウンターにお声をかけてくだ

さい！ 

 抄録 
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若い世代の考えが国政に届けられる！新しい風が吹く！との期待感がある一方、何の

準備も無く、いきなり選挙に臨んでよいのかという戸惑いもあることでしょう。しかし、

この戸惑いは、「20 歳以上」だとしても同様です。これからは社会の一員としての認識

を、成人式より前の 18 歳の誕生日を機に持つこと、そして自分の考えにあった候補者

を選ぶことになります。 

民主主義と出会ったのは…？ 

 
私たちが初めて「選挙」に触れるのは、小学校時代の「学級会」になるのでしょう

か。自発的にクラスの誰かが、「必要だから『学級会』を作ってクラス運営をしよう」

と言ったわけではなく、学期初めに先生の指導のもと、「学級委員」「議長」「多数決」

…といったキーワードにより組織された学級会において議題に上る、みんなに関係の

あるクラスの問題や決めなければならないことについて話し合われ、多数決で決定し

ました。 

 
実社会における「民主主義」の考え方は社会に最初から存在し

ていたわけではなく、成立には歴史があります。ただ今や当然の

ように私たちには浸透しています。身構える必要もなく、国会で

決めるルール（法律）を自分たちに関係のあることとして認識す

ることが第一歩です。 

選挙について身近に感じること 

 

 

今回、「18 歳からの選挙権」を考えるにあたり、各地方自治体の選挙管理委員会のホー

ムページを検索してみました。 

（総務省「都道府県選挙管理委員会ホームページ一覧」

http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/links/senkan/ 

より検索できます。） 

 

この夏の選挙から、これまで「20 歳以上」だった選挙権が「18 歳以上」

に引き下げられました。これにより、まず、「240 万人」が新たに有権者

に加わり、そして有権者における若い世代の割合が増えることになりま

した。特に今回は、年齢引き下げの最初の選挙ということに注目が集ま

ることでしょう。この文章をお読みになっている頃にはその影響がどう

だったのか、結果がでているかもしれません。 

 

14 

http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/links/senkan/


 

  

今日のあなたの一票が、もしかしたら明日を変えるかもしれません。 

岩波新書編集部 編 『18 歳からの民主主義』 岩波新書 2016 年 

請求記号 080／I／1599（新書コーナー） 

  

憲法、景気、雇用、教育、医療、社会保障、税金…問題山積の日本

社会。選挙権年齢の引き下げの意義に始まり、現代日本の社会につい

てゼロからわかるポイントをその道の達人たちが的を絞ってやさしく

解説。参考になるおすすめの本が多数紹介されています。 

ホームページ上に用意された若者向け選挙啓発のための情報や対応は、地方自治体に

よって異なります。独自のリーフレット、パンフレットやＤＶＤ、動画を載せていると

ころから、学校への出前講座の申込み案内や活動報告、あるいは総務省や公益財団法人

明るい選挙推進協会のホームページに用意された情報を参照できるようにしたところ、

なかにはこの件に全く触れていないところ(2016 年６月 18 日現在)もあり様々です。 

 

 また、「中学生のための選挙ガイド」や、児童会や生徒会への投票箱の貸出し、小学

生向けの「提案したことが実現するしくみ」を体験するプログラムやキッズページなど

は活用すれば、選挙を小、中学生から自然に感じ、18 歳になった時に戸惑うことなく選

挙に興味をもち、選挙会場へと足を運べるのではないでしょうか。 

 

 

 

マンロー・リーフ文・絵、光吉夏弥『みんなの世界』

岩波のこどもの本 1953 年 

アメリカの作品で、原題は Fair Play（1939 年）。子ど

もに分かりやすく選挙、税金、社会のしくみについて

語っています。   

（いわき市図書館にあります） 

どうせ払うのなら正しく知って納得して税金を納めたほうがいい！  

石広 光 『タックスよ、こんにちは！茶の間で語らう親子のため

に』 日本評論社 2006 年 請求記号 345／I 

 

 私たちが日常生活を送る共通の基盤を作り、国や社会を成り立た

せている税金。一方、正確に理解する気もなく、嫌だからとただ批

判のみしている納税者も大勢いるのが現実です。小学校から教える

はずの「租税教育」が、日本では世界に比べても内容が充実せず貧

弱だと感じている作者は、小学校 6 年生から読めるようにと執筆。

発行から経年していますが、基本的なことが理解できます。 
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  護憲？改憲？！その前に読んだことありますか？ 

塚田 薫 『日本国憲法を口語訳してみたら』 幻冬舎 2013 年 

請求記号 323.14／T 

 

愛知大学法学部在籍中、著者が「日本国憲法」を若者が用いる言葉に書

き換えてネット上の掲示板に書き込むと、大反響を受けました。本書は長

峰信彦・同大学法学部教授監修のもと新たに脚注解説やコラムを加え、親

しみやすく、手に取り易い形になっています。 

 

予算委員会でなぜ関係ない質問が飛ぶの？ 国会議員の給料って実際

はいくら？！ 

 時事通信社政治部監修「図解 国会の楽しい見方：政治のしくみを

裏側も含めサッと学び直す本」 東京書籍 2013 年  

請求記号 314／Z 

 

  ニュースを見ていて時々不意に湧いてくる素朴な疑問や、学校で

習ったのに忘れている国のしくみ、そもそも習っていないので知ら

ない政治の裏側まで、気になったらすぐに参照できるハンドブック。

政治の世界が身近に感じられます。 

新聞から情報収集。 

図書館では現在以下の新聞を読むことができます。 

福島民報 河北新報 毎日新聞 朝日新聞 日経新聞  

読売新聞 日刊工業新聞 フジサンケイビジネスアイ 

スポーツ報知 The Japan Times 

 

イギリスでは「ＥＵ離脱」をめぐる国民投票がありましたが、投票結果でいざＥＵ離脱

派が残留派を上回り離脱が決定すると、「離脱に安易に票を入れてしまったと悔やむ有権

者の声」もあったようです。また「米グーグルによると、国民投票後に英国から『ＥＵ

って何』『ＥＵにはどの国が加盟しているのか』『離脱すると何が起こるのか』といった

検索が急増」したといい、「基本的知識もないまま投票した人も多かったよう」です。（『日

経新聞』2016 年 6 月 28 日朝刊） 

 

 できれば悔いなく判断したい。これから国会で扱われることになる身近な社会の課題

について、能動的に情報収集をしたいと思われましたら、図書館をぜひご利用ください。 

 

 

 

政治の現状を論じています。 

 中北浩爾『現代日本の政党デモクラシー』岩波新書 2012 年 

 請求記号 080／I／1398（新書コーナー） 

 

  なぜ日本の政治は行き詰っているのか。1994 年の小選挙区制の導入、マ

ニフェスト選挙の開始、2009 年の政権交代を経て、また現在に至る過去 20

年余の政党政治の動向を分析し、これからの政治を考えます。 

 

16 



図書館では、テーマを決めて月ごと・季節ごとに掲示物を作

成しています。 

      紹介した図書 

   ・ユージニア 

   ・三月は深き紅の淵を 

   ・小説以外 

   ・ライオンハート 

  紹介した図書 

             ・鉄の骨 

             ・下町ロケット 2 

             ・ロスジェネの逆襲 

             ・ルーズヴェルト・ゲーム 

  

図書館の掲示物紹介 

恩田陸 

池井戸潤 

作家特集 
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和洋美術書 

ルノアール 

浮世絵 

図書館にはたくさんの美術書が所蔵されています。 

その中でも、「これだ！」というものを毎月紹介しています。 
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アメリカの中学校・高校で実際に使用されている教科書です。 

貸出もできますので、是非ご利用ください。 

 図書館では、Houghton Mifflin Harcourt の教科書を中心に所蔵しています。 

この教科書は、アメリカ国内では、California、Florida、Georgia、などの各州、主要都市を中

心にアメリカの小・中・高校の 30％以上で使用されています。 

 

 

  アメリカの教科書 
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また、アメリカ国内にとどまらず 120カ国以上の国と地域

でも使われ、日本、中国、韓国、シンガポールのインター

ナショナルスクール、バイリンガルスクールの 90％以上で

使用されているものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1位  IWAKI 

2位  オレンジページ 

3位  Newton 

4位  週刊ダイヤモンド 

4位  ホビージャパン 

6位  トランジスタ技術 

7位  日経ソフトウェア 

8位  暮しの手帖 

 今回の図書館なんでもランキングは、2016 年 4/1～6/30 日までに、

図書館で最も読まれた雑誌・図書をご紹介します 

雑誌 

6 位「トランジスタ技術」と 7 位「日経ソ

フトウェア」は初めてのランクイン！ 

ランキング常連だった「ダ・ヴィンチ」を

抜きました。 

1位 

2位 

3位 大健闘 
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1位 TOEICテスト公式問題集 

2位 TOEICテスト新公式問題集 vol.6 

2位 ディジタル電子回路 

2位 工業英語ハンドブック 

2位 工業英検 4級問題集 

6位 生化学・分子生物編 

6位 工学に関する基礎（数学・物理）の頻

出問題 

6位 工業英検 3級問題集 2015年度版 

第 8位 

21 

図書 

1位 

2位 

ここのランキングは基本

的に、変動しませんね。

TOEIC・工業英検に関する

図書は、いつも強い！ 



 

 

 

 

 

①館内での飲食は禁止です 

 

皆さんで使う大切な資料が汚れてしまいます。 

飲食は館外（移動が面倒でも）でお願いします。 

 

 

②館内でのお話は小さい声でお願いします 

 

勉強をしている方が他にもいます。 

 

 

③借りた図書・雑誌の返却期限は守りましょう 

 

皆さんで使う資料です。 

あなたの次に借りたい人がいるかもしれません。 

 

 

④図書館の本や、机はきれいに使いましょう 

 

皆さんで使用する机です。 

大切にご利用ください。 
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２０１6 年８月 

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31    

２０１6 年 9 月 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30  

２０１6 年 10 月 

日 月 火 水 木 金 土 

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31      

 

 

 

 

 

図書館カレンダー（2016.8～10 月） 
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…平常開館（8：00－20：00） 

…土曜開館（9：00－16：00） 

…短縮開館（8：30－17：00） 

…テスト前休日開館（9：00－16：00） 

…閉館 

 

●図書の貸出（1人） 

学生：  10冊   14日 

教職員： 10冊     30日 

学外：   10冊     14日 

 

●雑誌の貸出（1人） 

学生・教職員・学外共通 

10冊 7日 
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http://www.fukushima-nct.ac.jp/sub/library/ 
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